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大
沢
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

は
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
ま
と
め
た
意

見
を
地
域
の
み
な
さ
ん
に
提
案

す
る
研
究
会
で
す
。
研
究
会
で

は
、
大
沢
地
域
の
ま
ち
の
魅
力

と
課
題
を
考
え
る
た
め
、
地
域

を
歩
く
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
「
大
沢
ら
し
い
公

園
っ
て
何
？
」
を
テ
U
マ
に
雑

木
林
公
園
、
高
台
児
童
遊
園
、

み
は
ら
し
児
童
遊
園
な
ど
を
見

学
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
ま
ち

の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ

う
。研

究
会
へ
の
入
会
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
６
月
１
日
À
午
前
９
時
50
分

〜
午
後
２
時
、
大
沢
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
U
集
合
（
小
雨
決

行
）。
昼
食
代
500
円
。

▼
事
前
に
、
大
沢
住
民
協
議
会

事
務
局
長
ò
32
―
６
９
８
６
へ

申
し
込
む
。

∞
都
市
計
画
課
ò
内
線
２
８

１
５

梅雨の季節を迎えると、洗濯物が

乾かない湿っぽい日々が続きます。

でも雨は大切な資源なのです。雨水

は心を和ませる緑を支え、地下水や

湧水を支えているのです。

都市では建物が増えて水田や畑、

林が減少し、道路が舗装されること

によって、地下へ雨水がしみ込みに

くくなっています。

市では、自然の水循環の回復のた

めに、雨水の利用を促進しています。

≥緑と公園課ò内線2833

地下水を涵養するため、市内全

域で雨水浸透ますの設置を進めて

います。対象は個人の一戸建て住

宅と共同住宅（15世帯以内）。

工事は１日程度、費用はすべて

公費でおこなうので個人負担はあ

りません。なお、設置後の維持管

理は、所有者の負担となります。

雨水小型貯留槽を設置した方

に、市では費用の一部を助成して

います。

雨水貯留槽は、雨どいに接続し

屋根に降った雨水を貯めるもの

で、設置に必要なスペースは、１

平方㍍程度です。水は植木や庭、

道路の散水、防災用水などに利用

でき、節水にもなります。

助成額は、貯留槽本体購入価格

の２分の１（３万円を上限とし、

１千円未満は切り捨て）。助成を

希望する方は、設置前にご相談く

ださい。

平
成
15
年
度
第
１
回
三
鷹
市
都

市
計
画
審
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

傍
聴
希
望
者
は
、
事
前
に
申
し

「
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再

資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
」
が
平

成
14
年
５
月
30
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
法
律
は
、
特
定
の
建
設
資

材
に
つ
い
て
分
別
解
体
や
再
資
源

化
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
解
体
工
事
業
者

の
登
録
制
度
を
実
施
し
て
、
再
生

資
源
の
有
効
利
用
や
廃
棄
物
の
適

正
な
処
理
を
図
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
一
定
規
模
以
上

の
工
事
（
対
象
建
設
工
事
）
に
つ

い
て
は
コ
ン
ク
リ
U
ト
・
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
・
鉄
・
木
材
の
分
別
解
体

と
再
資
源
化
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

す
。対

象
工
事
の
発
注
者
（
家
主
・

施
主
）
は
、
工
事
に
着
手
す
る
日

の
７
日
前
ま
で
に
、
届
出
が
必
要

で
す
。

◆
対
象
建
設
工
事

º
建
築
物
の
解
体
工
事
の
場
合
…

床
面
積
が
80
平
方
A
以
上
の
も
の

º
建
築
物
の
新
築
ま
た
は
増
築
工

事
の
場
合
…
床
面
積
が
500
平
方
A

以
上
の
も
の

º
建
築
物
の
修
繕
・
模
様
替
（
リ

フ
ォ
U
ム
な
ど
）
工
事
の
場
合
…

請
負
代
金
の
額
が
１
億
円
以
上
の

も
の

º
そ
の
ほ
か
の
工
作
物
（
土
木
工

事
・
建
築
工
事
系
）
に
関
す
る
工

事
の
場
合
…
請
負
代
金
の
額
が
500

万
円
以
上
の
も
の

◆
届
出
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

建
築
指
導
課
（
第
二
庁
舎
１
階
）

ò
内
線
２
８
２
９

こ
れ
か
ら
の
時
季
、
台
風
や
集

中
豪
雨
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
み

な
さ
ん
の
家
庭
や
職
場
で
も
日
ご

ろ
か
ら
十
分
な
対
策
を
立
て
ま
し

ょ
う
。

◆
大
雨
や
台
風
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

し
た
と
き

º
家
の
周
り
の
飛
ば
さ
れ
そ
う
な

も
の
を
室
内
に
取
り
込
む
か
固
定

す
る
な
ど
飛
散
防
止
策
を
講
じ
ま

し
ょ
う
。

º
屋
根
の
瓦
や
ト
タ
ン
を
飛
ば
さ

れ
な
い
よ
う
に
補
強
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

º
雨
戸
・
看
板
・
塀
・
庭
木
・
車

庫
・
物
置
な
ど
は
、
倒
れ
な
い
よ

う
に
固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

º
停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯
や

携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
の
防
災
用
品
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

º
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象

情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
台
風

が
近
づ
く
と
深
夜
で
も
気
象
情
報

が
放
送
さ
れ
ま
す
。

◆
台
風
や
大
雨
が
襲
っ
て
き
た
と

きº
河
川
の
近
く
に
住
む
人
は
、
水

か
さ
の
増
加
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

º
大
雨
が
長
く
続
く
と
地
盤
が
緩

み
崖
崩
れ
が
発
生
す
る
危
険
が
あ

る
の
で
、十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

º
避
難
に
備
え
て
、
貴
重
品
な
ど

の
非
常
持
出
品
の
準
備
、
数
日
分

の
飲
料
水
、
食
料
を
確
保
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

º
車
に
よ
る
道
路
冠
水
場
所
へ
の

進
入
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

∞
三
鷹
消
防
署
査
察
指
導
係
ò

47
―
０
１
１
９

三
鷹
警
察
署
で
は
、
街
頭
・
侵

入
犯
罪
抑
止
総
合
対
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

最
近
、
バ
イ
ク
利
用
に
よ
る
ひ

っ
た
く
り
犯
罪
の
被
害
が
増
え
て

い
ま
す
。
ひ
っ
た
く
り
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
、
ひ
っ
た
く
り
防

止
ネ
ッ
ト
を
取
り
付
け
ま
し
ょ

う
。
ネ
ッ
ト
は
一
般
の
自
転
車
販

売
店
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

カ
バ
ン
な
ど
は
、
車
道
と
反
対
側

の
手
に
持
ち
、
貴
重
品
は
身
に
付

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
銀
行
か
ら

の
帰
り
道
は
暗
い
道
を
避
け
ま
し

ょ
う
。
地
域
の
安
全
は
自
ら
の
手

で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

∞
三
鷹
警
察
署
生
活
安
全
課
防

犯
係
ò
49
―
０
１
１
０
内
線
２
６

１
２

込
み
が
必
要
で
す
。

▽
５
月
30
日
–
午
前
10
時
30
分
か

ら
、
市
議
会
全
員
協
議
会
室
（
市

役
所
本
庁
舎
３
階
）
で
。

◆
審
議
予
定
案
件

fl
諮
問
事
項
　
「
用
途
地
域
等
の

指
定
に
関
す
る
三
鷹
市
の
基
本
方

針
」
に
つ
い
て

‡
報
告
事
項
　
「
用
途
地
域
等
変

更
素
案
」
に
つ
い
て
、
「
土
地
利

用
総
合
計
画
改
定
の
基
本
方
針

（
案
）」
に
つ
い
て

▼
５
月
22
日
œ
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
「
〒
181
―
８
５

５
５
三
鷹
市
役
所
都
市
計
画
課
」

へ
申
し
込
む
。
定
員
15
人
（
定
員

を
超
え
た
場
合
は
、
23
日
–
午
前

10
時
に
抽
選
）。

∞
都
市
計
画
課
ò
内
線
２
８
１

５
平
成
15
年
１
月
１
日
現
在
の
東

京
都
内
（
都
市
計
画
区
域
内
）
の

地
価
公
示
価
格
が
次
の
場
所
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

◇
土
地
対
策
課
（
市
役
所
４
階
）、

各
市
政
窓
口
（
三
鷹
駅
、
三
鷹
台
、

東
部
、
西
部
）、
図
書
館
（
本
館
、

下
連
雀
、
東
部
、
西
部
、
三
鷹
駅

前
）∞

土
地
対
策
課
ò
内
線
２
２
４

３

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
建
物

の
倒
壊
に
よ
り
、
多
く
の
尊
い
生

命
と
貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
市
で
は
、
こ
の
教
訓
を
ふ
ま

え
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行

う
市
民
の
み
な
さ
ん
に
対
し
、
調

査
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

◆
調
査
対
象

市
民
が
自
ら
居
住

し
、
新
耐
震
設
計
基
準
（
昭
和
56

年
６
月
１
日
施
行
）
前
に
建
築
し

た
木
造
住
宅

◆
調
査
費
用

１
棟
３
万
６
千
円

（
う
ち
市
か
ら
２
万
４
千
円
を
助

成
）

◆
調
査
員

三
鷹
市
木
造
住
宅
構

造
調
査
会
の
調
査
員
（
市
の
構
造

調
査
士
養
成
講
習
の
修
了
者
で
、

大
工
・
建
築
士
な
ど
）

▼
ま
ち
づ
く
り
建
築
課
ò
内
線
２

８
６
７
へ
申
し
込
む
。

三
鷹
市
木
造
住
宅
耐
震
改
修
助

成
制
度
は
、
災
害
時
に
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
木
造
住

宅
耐
震
改
修
費
用
の
一
部
を
助
成

し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
制
度
で
す
。

◆
対
象
と
な
る
住
宅

三
鷹
市
木

造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
制
度
に
基

づ
き
診
断
を
行
っ
た
結
果
、
危
険

ま
た
は
や
や
危
険
と
診
断
さ
れ
た

住
宅
。
た
だ
し
、
補
強
な
ど
の
耐

震
改
修
を
行
う
た
め
に
、
市
内
の

建
築
関
連
事
業
者
と
契
約
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

◆
助
成
額

障
害
者
世
帯
・
高
齢

者
世
帯
＝
耐
震
改
修
費
用
の
２
分

の
１
、
た
だ
し
、
40
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
世
帯
＝

耐
震
改
修
費
用
の
３
分
の
１
、
た

だ
し
、40
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

◆
世
帯
別
の
要
件

fl
障
害
者
世

帯
＝
申
込
者
本
人
ま
た
は
同
居
親

族
の
う
ち
１
人
以
上
の
身
体
障
害

者
、
知
的
障
害
者
、
戦
傷
病
者
が

同
居
し
て
い
る
世
帯
、
‡
高
齢
者

世
帯
＝
申
込
日
に
お
い
て
、
申
込

者
が
65
歳
以
上
で
、
同
居
親
族
が

60
歳
以
上
の
者
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
。
た
だ
し
、
18
歳
未
満
の
同
居

に
つ
い
て
は
高
齢
者
世
帯
と
見
な

し
ま
す
。
·
そ
の
ほ
か
の
世
帯
＝

fl
‡
以
外
の
世
帯
。

く
わ
し
く
は
ま
ち
づ
く
り
建
築

課
（
市
役
所
本
庁
舎
５
階
）
ま
た

は
各
市
政
窓
口
で
配
布
し
て
い
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。∞

ま
ち
づ
く
り
建
築
課
ò
内
線

２
８
６
７

市
で
は
、
災
害
に
強
く
安
全
で

緑
豊
か
な
ま
ち
並
み
を
つ
く
る
た

め
に
、
道
路
に
面
し
た
場
所
に
生

け
垣
を
つ
く
っ
た
り
、
既
存
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤
去
し
て
生
け

垣
を
つ
く
る
場
合
の
費
用
や
、
生

け
垣
の
せ
ん
定
費
用
の
一
部
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象

住
宅
・
事
務
所
・
事
業

所
・
工
場
・
倉
庫
・
駐
車
場
な
ど

で
道
路
に
接
す
る
部
分
の
緑
化

※
公
道
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

私
道
に
面
す
る
場
所
で
あ
る
こ

と
、
延
長
が
２
A
以
上
、
樹
木
の

高
さ
や
密
度
、
造
成
後
の
保
存

（
５
年
以
上
）
な
ど
の
基
準
が
あ

り
ま
す
。

▼
助
成
を
希
望
す
る
場
合
は
、
生

け
垣
の
造
成
や
せ
ん
定
を
行
う
前

に
、
緑
と
公
園
課
ò
内
線
２
８
３

５
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
市

の
担
当
者
が
現
場
を
調
査
し
、
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

∞
緑
と
公
園
課
ò
内
線
２
８
３

５
・
２
８
３
６

「
大
沢
ら
し
い
公
園
っ
て
何
？
」

大
沢
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の

地
域
を
歩
く
会

雨水小型貯留槽設置助成制度

雨水浸透ます設置制度

三
鷹
市

都
市
計
画
審
議
会
の

傍
聴
受
付

地
価
公
示
の
閲
覧

解
体
・
新
築
な
ど
の
際
は
届
出
を

建
築
物
の
解
体
に
は
適
切
な
「
分
別
」
と

「
リ
サ
イ
ク
ル
」
が
必
要
で
す
¿

■
木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成

木造住宅などの

耐震改修に

市の助成制度

■
木
造
住
宅
耐
震

改
修
費
助
成

安
全
で
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

生
け
垣
造
成
や
せ
ん
定
の
費
用
を
助
成

工事種別 助 成 内 容 助 成 の 例

工事費(１m当たり)
8,000円×１m＝8,000円
　……助成

12,000円×１m＝12,000円
　……上限の10,000円助成

１m当たり
10,000円を限度
延長上限は30m

ブロック塀な
どの撤去など
（生け垣の造
成のため）

工事費(１m当たり)
10,000円×１m＝10,000円
　……助成

20,000円×１m＝20,000円
　……上限の14,000円助成

１m当たり
14,000円を限度
延長上限は30m

生け垣の造成

保存管理費(１m当たり)
200円×１m＝200円
　……助成

500円×１m＝500円
　……上限の300円助成

１m当たり
300円を限度
延長上限は30m

生け垣の
保存管理

ひ
っ
た
く
り
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に

集
中
豪
雨
な
ど
の

水
災
に
備
え
よ
う

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
気
温
が

20
度
を
超
え
、
風
の
弱
い
日
に
多

く
発
生
し
ま
す
。
都
内
で
は
昨
年

度
、
５
〜
８
月
に
か
け
て
注
意
報

が
出
さ
れ
て
お
り
、
区
部
に
比
べ

て
多
摩
地
域
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
・

警
報
は
防
災
無
線
や
公
共
施
設
で

の
掲
示
な
ど
で
み
な
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

注
意
報
・
警
報
が
出
た
と
き

は
、
屋
外
に
出
る
こ
と
や
、
屋
外

で
の
運
動
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

目
や
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
洗
眼
、
う
が
い
を
し
ま
し
ょ

う
。そ
れ
で
も
異
常
を
感
じ
た
ら
、

三
鷹
武
蔵
野
保
健
所
ò
54
―
２
１

６
１
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
自
動
車
の

排
気
ガ
ス
な
ど
に
よ
る
大
気
の
汚

染
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
生
を
抑
え
る
た
め
に
も
、
で
き

る
だ
け
自
動
車
の
使
用
は
控
え
、

バ
ス
や
電
車
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。∞

環
境
対
策
課
ò
内
線
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光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

ご
注
意
を
é


